
Ⅰ農業者の所得増大

項目 平成29年度末
目標値

平成30年
3月末評価 差異の要因分析 平成30年度に向けた取り組み

1．販売力の強化

多様な販売先の
開拓

•直売所販売高 2,761百万円 △

3月末実績は2,564百万円で、達成率
92.8％です。10月以降の天候不順の
影響で地場野菜の出荷数量減少と同
時に仕入れ野菜等も価格が高騰し、
十分な品揃えができませんでした。

•営農渉外担当者中心に生産者に作付
増を依頼し集荷に努めていきます。
•全店舗において、JA兵庫南の農産
物のPRに努め年間目標値を目指
します。

•青果販売高 460百万円 ○ 3月末実績は469百万円で、達成率
101.9％です。

•地域ブランドを生かした有利販売
を強化します。
•重点作物を中心に栽培面積の拡大
を図ります。

2．生産コストの低減

経営分析による
コスト検証 1件 ○ 年間を通してコストの検証を行い

ました。 関係機関と連携し進めます。

生産資材コストの
引き下げ

•市場価格調査の
実施と売価の見
直し

調査回数4回 ○ 年4回の調査を行いました。 今後も継続して調査を実施します。

•大型規格農薬に
よるコスト削減 2,556千円 ○ 各予約注文書にて推進しました。

大型農家・営農組合等に積極的に推
進していきます。
銘柄集約により低コスト肥料の提供
を行います。

•生産資材早期予
約割引（▲5％） 16,187千円 ○ 各予約注文書にて推進しました。 大型農家・営農組合等に積極的に推

進していきます。

Ⅱ農業生産の拡大

項目 平成29年度末
目標値

平成30年
3月末評価 差異の要因分析 平成30年度に向けた取り組み

1．生産力の拡大

作付面積の拡大
（キャベツ・ブロッコ
リー・レタス・スイー
トコーン・タマネギ）

計95.7ha ○ 計96.07haの作付けをしていただ
きました。

営農組合や生産部会員を対象に春作
の推進を強化します。
荷受方法、販売方法を検討し労力軽
減を図ります。

生産者の育成
かこがわ育農塾
春夏コース20名
秋冬コース20名

○ 春夏コース21名、秋冬コース26名
の方が参加しました。

平成30年度も春夏・秋冬コース各
20名を募集して育成します。

2．担い手づくり

新規就農者の育成 新規就農者育
成ハウス3棟 ○

土耕ハウスではメロン・キュウリ、水
耕ハウスではフリルレタスとリーフ
レタスを栽培し、にじいろふぁ～み
んへ出荷しました。
高設ハウスには9月下旬にいちご苗
の定植をしました。2名の研修生で3
棟のハウスを稼動しました。

土耕ハウスではカラーにんじん、軟
弱野菜等の作付けにより周年稼動を
図ります。水耕ハウスではリーフレ
タスを軸に水菜の栽培を検討しま
す。いちごの高設栽培は長期的な収
穫を目指します。

青壮年部活動の
支援

活動支援予算
350千円 ○

自己改革ワーキンググループとの協
議、にじいろふぁ～みんでのイベン
ト、小学生への食農活動に取り組み
ました。

自己改革ワーキンググループとの協
議を継続、充実していきます。

Ⅲ地域の活性化

項目 平成29年度末
目標値

平成30年
3月末評価 差異の要因分析 目標達成に必要となる対応策

（平成30年度に向け）

1.組合員組織の活性化と強化

JA女性会活動
充実 1,440名 ○ 会員数1,502名 会員増員に向けた取り組みを積極的

に行います。

JA利用者懇談会
の充実 年6回開催 ○ 6回開催。3月に提案書がJAに提出

されました。
提案書に基づき、JA運営改善を進め
ます。

2．食農教育活動の充実

ふぁ～みん食農教
育支援金の拡充 65団体参画 ○ 65団体申請 申請団体増加に向けて、PR活動を実

施します。

ちゃぐりんスクー
ルの充実 30名 △ 16名参加。6回開催 スクール生30名以上を目指した方

策を検討します。

自己改革プログラム
取り組み結果のご報告

　JA兵庫南では、農業者の所得増大などに向けた自己改革に取り組んでいます。本誌「ふぁ～みん」平成29年6月号で報告
しました「JA兵庫南　自己改革プログラム（集約版）」の取り組み結果（平成30年3月末時点）を報告いたします。

政府はJA事業の分離・解体も含め「JA組織・事業の見直し」の
方向性を持っています。
しかしながら、JA兵庫南では「食と農を基軸として地域に根ざ
した協同組合」として「持続可能な農業」と「豊かで暮らしやす
い地域社会」を実現するため、「農業者の所得増大」「農業生産
の拡大」「地域の活性化」の3つを基本目標として掲げ、総合事
業を堅持しながら「自己改革」に取り組んでまいります。
皆さまからの応援、よろしくお願いいたします。

特集

（評価欄 ： ○計画達成、△計画未達、×未実施）

JA兵庫南

「改正農協法」に伴うJA自己改革のスケジュール JA兵庫南　自己改革の歩み

JA青壮年部員とともにJA
兵庫南オリジナルソング
「みんなのふぁ～みんくん」
をダンスとともに披露
（平成29年10月8日：ラジ
オ関西まつり）26年
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（平成）

自己改革に向け、JA役職
員一丸となって「頑張ろ
う！」三唱
（平成29年4月22日：JA兵
庫南グループ役職員ス
タートダッシュ大会）

改正農協法  准組合員の事業利用規制の在り方は５年後に検討

規制改革実施計画  5年間が農協改革集中推進期間

残された期間 全組合員
アンケート

45


